
ニホンジカ生息状況調査仕様書 

 

１ 業務の名称 

  令和７年度ニホンジカ生息状況調査業務委託 

 

２ 業務の目的 

本業務は、ニホンジカ（以下、「シカ」という。）の生息状況を明らかにすることにより、

シカ個体群の適正な保護管理及び農林業被害の抑制を図るために作成する「特定鳥獣保

護管理計画」の基礎資料を得ることを目的とする。 

 

３ 業務の概要 

県内におけるシカの個体数推定に向けて、概ね以下のとおり業務を実施すること。 

 ⑴ 本業務における計画設計 

   本業務で予定している業務内容（調査箇所の選定、日程等）について計画を定め、県

に共有すること。 

 ⑵ 調査地点の下見等 

   ア シカの調査地点については、安全かつ正確にシカを調査できるよう十分に現地を

下見すること。 

  イ 土地の立ち入り等 

・ 受託者は業務を実施するため、国有地、公有地に立入る場合は、委託者及び関係

者と十分な協調を保ち業務が円滑に進捗するよう努めなければならない。なお、や

むを得ない理由により現地への立入りが不可能となった場合には、ただちに委託

者に報告し、指示を受けなければならない。 

     ・ 受託者は、第三者の土地への立入りについて、当該土地所有者への許可は受託

者が得るものとするが、委託者はこれに協力しなければならない。 

  ウ 地元関係者との交渉等 

    受託者は、業務の実施に当たっては、地元関係者からの質問、疑義に関する説明等

を求められた場合は、委託者の承諾を得てから行うものとし、地元関係者との間に紛

争が生じないよう努めなければならない。 

 ⑶ 追い出し調査 

   調査区域内のシカを追い出し、その目撃個体数をカウントする。 

ア 調査は、委託者から指定された調査区域について１か所あたり調査員５人（勢子）、

ドローン２台(操縦者及び補助者２人ずつ)を基本とするが、その割合は現場に応じ

て適宜変更可能とする。）による調査班を構成し、その中から責任者１人を選定した

上で実施する。 

イ 責任者は、事前にドローンの位置を確認し、追い出されたシカの見逃しがないよう

努めなければならない。また、追出しに当たっては、調査者同士が密に連絡をとれる



体制を構築し、効果的な追出しに努めなければならない。 

 ウ 調査の実施に当たり、調査員は、担当する調査区域について調査内容に従い、追い

出し個体の重複カウントを避けるよう観察を行い、その結果を「令和７年度ニホンシ

カ生息状況調査記録表（様式１号）（以下「記録表」という。）に記載する。 

エ 責任者は、各調査員から記録表を回収し、「令和７年度ニホンジカ生息状況調査集

計表」を作成する。 

オ 調査者は、各責任者から集計表等の提出を受けた後は、「令和７年度ニホンジカ生

息状況調査結果一覧表」に取りまとめのうえ、自然保護課に提出する。 

 ⑷ 業務の場所 

   県内８箇所(別添参照) 

 

４ 報告書の作成 

 ⑴ 電子媒体（CD-ROM）1部 

 ⑵ 紙媒体 １部 

 

５ その他 

⑴ 本業務実施に当たっては、労働関係法令等の諸法令を遵守すること。 

⑵ この仕様書に記載がない事項については、必要に応じて発注者と受注者間の協議 

により定めるものとする。 

⑶ 現地の下見、出回りの際には、安全に実施できるよう体制を整えておくこと。 



Ｒ７ニホンジカ生息調査地点一覧表

No 【市町村名】 5kmメッシュ 【調査地名称】

1 大船渡市 B-652 畳石

2 大船渡市 B-563 夏虫山

3 大船渡市 B-554 ブドウ沢

4 大船渡市 B-552 小通

5 大船渡市 B-564 根白

6 住田町 B-544 城内

7 大船渡市 B-553 石橋

8 住田町 B-651 檜山
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シ カ 生 息 密 度 記 録 表 

調 査 者 氏 名  

勢子・立ちの別 
勢子   番 ・ 立ち(ドローン)   番（どちら

かを記入） 

調 査 年 月 日 令和  年  月  日 

調 査 時 間 開始（   時   分 ）～ 終了（   時   分 ） 

※《記入方法》 
1. シカを発見したら地図の発見場所に移動方向 → と番号を記入する。 
2. 次にメモ欄にその番号と発見した時刻、シカの頭数、性別を記入する。 
 
メモ欄（例：① 10：15 オス 2 メス 1） 
                           
                           
                           
                           
                           
                            
                            
                            
                            
                            
                            
                            
                           
 

 
 

例① 

＜記載例＞ 
（様式第１号） 



勢子（　人）・ドローン（　人）

オス メス 子ども 計

※発見者が勢子の場合は、地図№の番号に○を付けること。

調査地名：夏虫 調査日：

天候：

《位置図》 シカ生息状況調査集計表

参考事項

配置状況：

不明

調査地植生：

調査時間：

地
図
№
立ち・ドローンの氏名 発見時刻

発見数（頭）
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